
 
■提案事項 
 
〇 DX関連事業の広域的展開を図ること 

  市域を超えた広域的な事業展開により、サービス利用者（県民・来訪者）及
びサービス提供者（行政・関係団体等）の利便性向上に資するDX関連事業
については、広島県の強力なリーダーシップの下、展開を図る必要がある。 

   

 

 

 

 
 

【提案先：広島県】 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

【提案先：    】 

 

【提案要旨】  DX関連事業の広域的展開 

【提案項目】 
４５ ＤＸ関連事業の広域的展開について 



４５ ＤＸ関連事業の広域的展開について 
東広島市の現状と課題・取組状況 

【現状】 
 ○ デジタル技術の飛躍的な進展により、行政が実施する各種事業においてもDXを推進していく必要がある中で、  
  本市においては、災害時の道路通行止め情報の配信や災害等への対応状況を管理する防災情報システム、市 
  民とのデジタル接点となる市民ポータルサイト、事業者とのデジタル接点となる事業者ポータルサイト「サポート 
  ビラ」等を導入するなどDXを推進している。 
  
【課題】 
 ○ DXの取組みはシステムの構築や運用保守等に多額の費用が掛かるとともに、検討・運用においては一定の情  
  報リテラシーが必要となる一方で、システム利用等において、比較的容易に横展開が可能である。 
   こうした中で、大規模災害への対応や救急業務、交通対策等、市域をまたいだ事業やサービスについては、単 
  独市町で取り組むよりも広域的に取り組むことで、サービス利用者（県民・来訪者）やサービス提供者（行政・関 
  係団体等）の利便性が向上するものもある。 
   また、本市においては、人材育成も課題となっており、県と一体的な事業実施により職員の情報リテラシーの向 
  上も期待できる。 
  
【取組状況】 
 ○ 災害時の道路通行止め情報の配信 
   令和５年度より国、県、市町の情報を一括配信できるよう県で調整・運用開始 
 ○災害発生情報を管理する防災情報システム 
   県及び市町の一体的運用に向け県で検討中 
 ○ 救急業務システム 
   救急車に配備したタブレットに入力した傷病者情報を医療機関とリアルタイムで共有することで、迅速な搬送に  
  より救命率の向上を図るもので、令和５年度に本市において導入したもので、共有医療機関は、県病院等、市域 
  外の医療機関も含まれている。 
   


